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剰余金の配当（期末配当及び創業 120周年記念配当）に関するお知らせ 

 

当社は、2022年５月 13日開催の取締役会において、2022年３月 31日を基準日とする剰余金の配

当（期末配当及び創業 120周年記念配当）を行うことを決議いたしましたので、お知らせいたしま

す。 

 

記 

 

１．剰余金の配当（期末配当及び創業 120周年記念配当）の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

（2021年６月 14日公表） 

前期実績 

（2021年３月期） 

基準日 2022年３月 31日 同左 2021年３月 31日 

１株当たり配当金 45円 00銭 ※１ 35円 00銭 40円 00銭 ※２ 

配当金の総額 203百万円 － 180百万円 

効力発生日 2022年６月 13日 － 2021年６月 15日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

※１ 2022年３月 31日配当の内訳：普通配当 35円、記念配当 10円（創業 120周年記念配当） 

※２ 2021年３月 31日配当の内訳：普通配当 35円、記念配当５円 （東証第二部上場記念配当） 

 

２．配当決定の理由 

  当社は、株主の皆様への利益還元を経営上の重要課題と位置付けており、内部留保の充実を図り

つつ、配当の継続性、安定性にも十分留意し配当金額を決定することを当面の配当政策の基本方針

としております。 

当社は、本年に創業 120周年及び設立 60周年を迎えます。つきましては、これを記念するととも

に、上記の基本方針のもと、業績の進捗状況等を勘案し、株主の皆様に感謝の意を表するため、2022

年３月期の期末配当において１株当たり 10円の記念配当を実施することといたしました。 

  この結果、2022年３月期の１株当たり期末配当金を、普通配当 35円に周年記念配当 10円を加え

た合計 45円と決定いたしました。 

 

以  上 


